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発 言 項 目 要　　　　旨

新型コロナウイルス感染症により小中学校では、今ま
でと違う対応を求められた。その対応の中でも今後その
ままでいい部分と、元に戻す部分が生じていると考えら
れる。それらの点について伺う。

女性相談についてはすでに取り組まれているが、社会
が変化していく中で、生きづらさを感じている男性が増
えてきている。その方々への支援策と相談体制の創設を
提案するがいかがか。

　コロナ禍で増えた業務についての詳細。

子どもの学習や学校生活の部分で、取りやめとなった
部分と、新たに増えた部分についての詳細。またそれに
対する子どもの反応はどうなのか。

教員の研修で全体研修など中止した部分と、各学校
での違いはあるが、研修以外で行わないことになった
業務の詳細。

コロナ収束後の教育
はどう変わっていくの
か

　中学校の部活動について。

　部活動とクラブの違いは何か。
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少人数学級の取組の
具体化について

　小学校と中学校別の不登校といじめの状況について。

新型コロナウイルス感染症の発生前と発生後の件
数。

１８歳未満で家族介護に専念しなくてはならないヤン
グケアラーと呼ばれる子どもたちを把握する方法と、相
談体制の充実について伺う。

コロナ収束後は研修などを元に戻すのか、戻さない
のか。

教員の働き方改革の観点からも、今後の部活動につ
いてどのように考えているのか。

部活動やクラブについて、熱心なあまり指導に行き
過ぎた点がある場合の学校の対処方法について伺う。

全ての教員が部活動の顧問を受け持つようになって
いるのか。

部活動は富士宮市部活動ガイドラインに沿って運営
されているが、一部の学校の運動部でクラブが作られ
ているようである。このクラブのガイドラインはある
のか。

文部科学省は２０２５年度までに３５人学級を実現すると
しているが、静岡県はすでに３５人学級が実現している。以
下、伺う。

３０人学級の実現に向けての県の意向について、把握
していることはあるか。

富士宮市の令和３年度の学級数を３０人学級に当ては
めると、小学校で３２クラス、中学校で２１クラス増え
る計算になる。仮に３０人学級の実現を目指すとした場
合に、これだけの数を一気に増やすのは難しいことか
ら、年次計画を立て取り組むべきと考えるがいかがか。

生きづらさを感じて
いる人への具体的な支
援策について
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